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者
の
相
談
に
応
じ
て
お
り
、
今
後
の
課
題
と

し
て
、
学
齢
期
の
グ
ル
ー
プ
療
育
な
ど
新
た

な
事
業
の
実
施
に
向
け
具
体
的
な
検
討
を
進

め
て
い
る
。

●
環
境
行
政

議
員	

皇
后
島
（
ね
ず
み
島
）
及
び
周
辺
の

現
状
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

環
境
部
長	

皇
后
島
に
あ
る
建
築
資
材
用
の

砂
置
き
場
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
の

長
崎
砂
管
理
組
合
と
地
元
と
の
間
で
環
境
保

全
協
定
書
が
締
結
さ
れ
、
そ
の
履
行
に
つ
い

て
長
崎
県
と
使
用
者
と
の
間
で
覚
書
も
締
結

さ
れ
て
い
る
が
、
近
年
、
道
路
へ
の
砂
の
堆

積
や
防
砂
ネ
ッ
ト
の
破
損
、
砂
の
飛
散
に
対

す
る
苦
情
が
発
生
し
て
お
り
、
平
成
18
年
７

月
に
開
催
さ
れ
た
環
境
保
全
協
定
書
に
関
す

る
臨
時
の
協
議
会
に
本
市
も
立
会
人
と
し
て

出
席
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

苦
情
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
や
管

理
者
の
長
崎
港
湾
漁
港
事
務
所
か
ら
運
搬
ト

ラ
ッ
ク
へ
の
対
策
や
防
砂
ネ
ッ
ト
の
修
理
に

つ
い
て
前
向
き
な
回
答
が
あ
っ
た
が
、
19
年

11
月
の
本
市
調
査
で
未
完
了
の
事
項
が
見
受

け
ら
れ
た
た
め
、
関

係
機
関
に
対
し
早
急

な
対
応
を
要
請
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、

大
気
汚
染
防
止
法
に

基
づ
く
立
入
調
査
を

適
宜
実
施
し
、
適
正

管
理
に
つ
い
て
指
導

し
て
い
き
た
い
。

●
高
島
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

議
員	

市
町
村
建
設
計
画
等
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長	

市
町
村
建
設
計
画
に
お
け
る
高
島
地

区
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
の
も
と
、
市

町
村
建
設
計
画
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

に
掲
げ
ら
れ
た
事
業
の
う
ち
、
長
崎
県
に
要

望
し
て
い
る
高
島
西
海
岸
高
潮
対
策
事
業
に

つ
い
て
は
実
施
の
目
途
が
立
っ
て
い
な
い
が
、

そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
は
順
調
に
推
移
し

て
い
る
。

　

軍
艦
島
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
軍
艦
島

上
陸
に
際
し
て
の
観
光
客
等
の
安
全
確
保
対

策
を
最
優
先
に
慎
重
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

高
島
海
水
浴
場
の
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
改
修
事
業

は
本
年
度
の
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
に
間
に
合
う

よ
う
完
成
し
た
。
水
産
種
苗
生
産
施
設
整
備

事
業
は
本
年
度
で
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
等
の
花
木
生
産
事
業
は
試
験

販
売
に
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
本
年
度
か

ら
本
町
第
１
団
地

Ｄ
・
Ｅ
・
Ｇ
棟
建

替
事
業
を
進
め
て

い
る
。
今
後
も
、

地
域
振
興
の
た
め

に
市
町
村
建
設
計

画
を
着
実
に
進
め

て
い
き
た
い
。

●
行
政
経
営

議
員	

平
成
20
年
度
予
算
編
成
方
針
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

市
長	

本
市
の
中
期
財
政
見
通
し
は
地
方
交

付
税
な
ど
の
削
減
に
よ
り
厳
し
い
環
境
に
あ

る
が
、
多
種
多
様
な
課
題
に
対
処
す
る
と
と

も
に
、
長
崎
市
の
将
来
の
都
市
像
を
目
指
す

た
め
、「
予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方
」

を
策
定
し
た
。
こ
の
中
で
、
将
来
の
都
市
像

の
実
現
に
向
け
た
現
在
と
未
来
の
２
つ
の
視

点
と
、
長
崎
の
個
性
を
際
立
た
せ
る
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
知
恵
を
絞

る
、
行
政
と
市
民
が
力
を
合
わ
せ
る
と
い
う

３
つ
の
施
策
の
方
向
性
を
踏
ま
え
、
予
算
編

成
に
取
り
組
み
た
い
。

　

ま
た
、
市
町
村
建
設
計
画
に
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
各
種
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も

積
極
的
な
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

平
成
20
年
度
の
予
算
編
成
に
お
い
て
も
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
、
事
業
の
緊
急
性
や
必
要
性
、

地
域
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
勘
案
し
、
充
当
可

能
な
財
源
の
積
極
的
な
活
用
を
図
り
な
が
ら
、

旧
町
地
域
の
地
域
振
興
や
活
性
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

●
観
光
振
興
策

議
員	

稲
佐
山
観
光
の
活
性
化
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

市
長	

ス
カ
イ
ウ
ェ
イ
廃
止
に
伴
う
対
策
と

し
て
、
山
頂
に
お
け
る
駐
車
場
等
の
整
備
を

検
討
し
て
い
る
が
、
自
家
用
車
で
気
軽
に
山

頂
ま
で
訪
れ
る
環
境
と
す
る
に
は
一
定
規
模

の
駐
車
場
整
備
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
利
用

者
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
地
上
波
デ
ジ

タ
ル
化
に
伴
う
テ

レ
ビ
鉄
塔
跡
地
の

利
用
等
も
含
め
た

整
備
が
で
き
な
い

か
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　

山
頂
か
ら
の
道

路
新
設
に
よ
る
周

回
道
路
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
利
用
者
の
交
通
動
線
を
円
滑
に

処
理
す
る
こ
と
が
で
き
、
稲
佐
山
観
光
の
活

性
化
に
効
果
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

中
腹
か
ら
山
頂
ま
で
の
高
低
差
が
約
60
ｍ
あ

り
地
形
が
急
峻
で
あ
る
た
め
、
多
額
の
費
用

が
か
か
る
と
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
の
索
道
と
道
路
と
の
交
差
の
処
理
や

テ
レ
ビ
塔
な
ど
周
辺
施
設
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
な
ど
、
多
く
の
問
題
点
が
あ
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
実
現
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
地
域
振
興

議
員	

「
野
母
崎
海
の
健
康
村
」
施
設
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長	

施
設
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
財
団
法

人
長
崎
市
野
母
崎
振
興
公
社
は
、
近
年
の
利

用
者
減
少
の
要
因
を
、
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら

施
設
に
変
化
が
な
く
、
目
新
し
さ
が
な
い
こ

と
や
、
以
前
は
な
か
っ
た
入
浴
施
設
が
長
崎

市
内
や
周
辺
に
増
え
て
き
た
こ
と
な
ど
と
分

析
し
、
露
天
風
呂
、
ジ
ャ
グ
ジ
ー
の
新
設
や

レ
ス
ト
ラ
ン
の
拡
充
な
ど
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
要
望
し
て
い
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、
同
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し

て
７
年
目
で
あ
り
、
本
市
の
他
の
宿
泊
施
設

と
比
べ
て
も
開
設
後
ま
だ
日
が
浅
い
新
し
い

施
設
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
何
よ
り
も
本
市
の

厳
し
い
財
政
状
況

を
踏
ま
え
る
な
か

で
、
ま
ず
は
現
施

設
の
有
効
活
用
に

努
め
る
と
と
も
に
、

利
用
者
ア
ン
ケ
ー

ト
の
中
で
も
一
定

の
好
評
を
得
て
い

る
料
理
や
接
客
な

自
民
明
政
ク
ラ
ブ

皇后島

稲佐山

軍艦島

野母崎陽の岬温泉
海の健康村


